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知立市立知立東小学校  ３年 

  

１ 単 元  商店のしごと 

２ 単元について 

本学級の児童は，日本人13名，外国人６名の合計19名であり，中には日本語の能力が十分でない

子もいる。とても明るく活発な児童が多く，言われたことには真面目に取り組もうとする学級である。 

本単元では，学校から歩いて行けるスーパーマーケットＡを取り上げる。このスーパーマーケット

には全員が行ったことがあり，買い物の経験がある児童もおり，とても身近な存在である。しかし，

スーパーマーケットに，家の人が行く訳や店で働いている人の工夫には，気付いていない児童が多い。

また，商品の流通についてもほとんど知らないのが現状である。地域の販売の特色をつかむだけでな

く，一人一人の児童が，自分の身の回りの消費生活に目を向け，消費者としての工夫を考えさせたり，

店によって集客力や購買力を高めるために様々な工夫がされていることに気付かせたりするにはよい

教材である。 

本単元では，問題解決的な学習を初めて取り入れる。児童が学習問題を設定して，追究のために見

学をしたり，調べたり，話し合ったりする。そして，学習問題を解決することは「おもしろい」「楽し

い」と感じながら，社会的なものの考え方ができるようにしたい。特に，地域のスーパーマーケット

を扱う授業では，「たくさんのお客さんがくる理由」を学習問題にして，児童なりの意見を出させたい

と考えている。その中で，児童が学習問題に対して調べ，学級の中で考えを出し合いながら，更に考

えを深めることができるようにしたい。 

３ 単元目標と評価規準 

 (1) 単元目標 

 地域には販売に携わる仕事があり，自分たちの生活を支えていることや，これらの仕事に見られる

特色，他地域などとの関わりを理解するとともに，販売の仕事と自分たちの生活との関わりを考え，

適切に表現する。 

 (2) 評価規準 

 社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の技能 社会的事象について

の知識・理解 

評

価

規

準 

①販売の仕事の様子

に関心をもち，意欲

的に調べている。 

②販売の仕事につい

ての理解に基づい

て自分たちの生活

との関わりを考え

ようとしている。 

 

 

 

 

 

①販売の仕事の様子

について，学習問題

や予想を考え，学習

計画を立てて追

究・解決している。

②販売の仕事に携わ

る人々の工夫を消

費者の工夫や自分

たちの生活と関連

付けて考え，適切に

判断し，表現してい

る。 

①販売の仕事の様子

について，見学や調

査をして情報を収

集し，販売者の工夫

を読み取っている。

②分かったことをグ

ラフや絵地図，作品

などにまとめてい

る。 

①消費者の工夫と関

連付けて販売の仕

事の特色が分かる

とともに，他地域と

の関わりを理解し

ている。 

②自分たちの住んで

いる地域には，販売

に関する仕事があ

り，それらは，自分

たちの生活を支え

ていることを理解

している。 

 

 

 

 

 

★実践事例【検証授業Ⅰ】
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４ 単元計画と評価計画（11時間完了） 

時  主な学習内容と学習活動 おおむね達成（Ｂ） 十分達成（Ａ） 

 ○ 買い物調べをした結果を

グラフにまとめて気付いたこ

とを話し合い，学習問題を作

る。① 

・買い物をした店と行く理由

をグラフにまとめる。 

・グラフを見て気付いたこと

を話し合う。 

 

Ａスーパーに行く人が多

い。 

 安いから行く人が多いね。 

 近いから行く人が多いね。 

 チラシが入ってくるから。 

 

 

 

関① 家の人の買い物に関心

をもち，買い物をした場

所や行く理由を調べてい

る。 

思① グラフの結果から，行

くお店や理由に目を向け

て学習問題を考えてい

る。 

 

・家の人の買い物に関心をも

ち，買い物をした場所や行く

理由を具体的に調べている。

 

・グラフの結果から，行くお店

や理由に目を向けて学習問題

を考え，行く理由についての

考えを広げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ スーパーマーケットの見

学の計画を立てる。② 

・店の様子 

・働く人の様子 

・どうしてたくさんの人が 

来るのか。 

＊見学に初めて行くので， 

「店の様子」と「働く人の様

子」の大枠を与える。 

 

○ 見学や取材で調べたこと

をワークシートに書いて気

付いたことについて話し合

う。 

・店の様子 

・働く人の様子 

（どうしてたくさんの人が来

るのか） 

  

③見学 

④見学のまとめ 

⑤見学で見付けたことの発表 

 

 

 

 

＊２回目の見学で見学の視点

を見付けるようにする。 

 

思① 学習計画の説明を受け

て，見学の視点を意識し

て追究・解決しようとし

ている。 

 

 

 

技① 見学の視点に基づいて

店内や働く人の様子を観

察したり，取材したりし

て調べ，情報を集めてい

る。  

 

 

 

 

 

＊「たくさんの人が来るのは，

店の工夫にあることに気付

いた」という児童の意見か

ら，再度，見学に行き，「工

夫」を探す調べ学習を行う。

 

 

 

 

・見学の視点を意識して，自分

なりの視点でも，追究・解決

しようとしている。 

 

 

 

 

・見学の視点に基づいて店内や

働く人の様子を観察したり，

取材したりして調べ，予想に

適した情報を選択している。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（安いからや近いからの理由のほかに） 

どうしてこんなにたくさんの人がＡスーパーに行くのだろうか。 

気
付
く
（
問
題
設
定
）【
一
斉
】
①

調
べ
る
Ⅰ
（
問
題
追
究
）【
一
斉
】
②
計
画
③
見
学
【
個
別
】
④
ま
と
め
【
一
斉
】
⑤
発
表 
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○ ２度目の見学で調べたス

ーパーマーケットの工夫につ

いて話し合う。 

⑥工夫を見付けるための計画 

・店の工夫 

・働いている人の工夫 

・その他の見学の視点 

⑦見学 

⑧見学のまとめ 

・働いている人の工夫 

・お店の工夫 

・値札の工夫  

・並べ方の工夫 

・その他の工夫 

 

○ お店の「工夫」の発表 ⑨ 

本時 

 

 

 

⑩ 他地域との関わり   

 

 

 

 

思① スーパーマーケットの

工夫について自分なりの

見学の視点をもつことが

できる。 

 

 

 

 

技① 見学の視点に基づいて

スーパーマーケット工夫

を観察したり，取材した

りして調べ，情報を集め

ている。  

 

 

 

思① スーパーマーケットの

工夫について，いろいろ

な面から考えている。 

 

 

知② 商品を通して，販売の

仕事は自分たちの生活や

他地域と関わりをもって

いることを理解してい

る。 

関② スーパーマーケットの

仕事と自分たちの生活と

の関わりを考えようとし

ている。 

 

技② 産地，スーパーマーケ

ット，自分の順につなが

りを表している。 

 

・スーパーマーケットの工夫

についての自分なりの見学の

視点をもち，友達の意見から

さらに新しい見学の視点をも

ったり，自分の視点をさらに

詳しく調べようとする視点を

もったりすることができる。

 

・見学の視点に基づいて店内や

働く人の様子を観察したり，

取材したりして調べ，予想に

適した情報を選択している。

 

 

 

 

・スーパーマーケットの工夫に

ついて，いろいろな面から考

え，更にそれをお客の願いと

結び付けて考えている。 

 

・販売の仕事と自分たちの生活

や他地域との関わりによって

販売の仕事や自分たちの生活

が成り立つことが分かってい

る。 

・他地域で生産された品が販売

の仕事によって自分たちの生

活が成り立っていることにつ

いて考えようとしている。 

 

・産地・スーパーマーケット，

自分の順につながりを表しそ

の過程に輸送などとの関わり

が表現できている。 

 ○スーパーマーケットにたく

さんの人が来る理由を学習し

たことを基に発表することが

できる。⑪ 

 

・他地域や自分の生活との関

わりを考え，スーパーマーケ

ットはどんな仕事をすると

ころか話し合う。 

思② スーパーマーケットの

工夫がお客の願いと結び

付いていることを考えて

いる。 

 

・工夫がお客の願いと結び付

いている理由を考え，販売

の仕事の特色に気付いてい

る。 

 

 

ま
と
め
る
（
問
題
解
決
）【
一
斉
】
⑪

調
べ
る
Ⅱ
（
問
題
追
究
）【
一
斉
】
⑥
計
画
⑦
見
学
【
個
別
】
⑧
ま
と
め
【
一
斉
】
⑨
⑩
発
表
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５ 本時の指導 

(1) 目標 

  発表を通してとらえ直したお店の工夫について，自分の考えとして表現することができる。               

（思考・判断・表現） 

(2) 準備 

  教師 見学したときの写真，ワークシート    児童 発見した工夫カード 

(3) 指導過程 

時間 児童の活動 
教師の活動 

（・教師の支援 ◎発表の工夫及び支援） 
２ 
 
 
 
28 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15 
 
 

 

１ 本時の学習問題を知る。 
 
 
 
２ 見学で見付けた工夫を発表する。 
 
 
・レジの人が，商品をつめるための袋を
用意していた。 

・値札のシールを貼っていた。 
・お買い得のシールを貼っていた。 

 
 
・避難経路が貼ってあった。 
・カートが用意してある。 
・いろいろな種類の商品を用意してあっ
た。 

・店が開店すると冷蔵庫のところに掛け
てあったビニールシートを取ってい
た。 

 
 
・色を分けて書いてあった。 
・値段が大きく書かれていていくらかす
ぐに分かる。 

・商品を使った献立が書いてあった。 
・どこから来たかを書いてあった。 
 
 
・きれいに並んでいた。 
・お客が取りやすいように並べていた。
・肉をななめに並べていた。 
 
 
 
・仕入れの値段が安い時は，たくさん仕
入れて安く売るようにしている。 

・いろいろの国や県から商品を仕入れて
いる。 

３ 学習の振り返りを書き，発表する。 
 お店の工夫について分かったこと， 
 どうして，工夫をしているのかを書く。
・並べ方にも，お客さんのためにいろい
ろ工夫していることが分かった。 

・いろいろなところから，商品を仕入れ
ている。 

・お客さんが望んでいることをお店は工
夫している。 

・活動を思い出せるように見学のときの写真を提
示する。 

 
 

・発見した工夫カードの内容を発表するように声

を掛ける。 

・児童が考えやすいように，分類して板書する。

・友達の意見を聞くように声を掛ける。 
 
◎発表しやすいように話型を提示する。 
◎発表しやすいように，同じ意見や似ている意見
から発表するように声を掛ける。 

◎自信がもてるようにうなずく。 
 
・児童が発表したものが他の子に分かりにくい場

合には，写真やイラストを提示して確認する。
・見付けた工夫を発表する時に，その理由も発表
するように声を掛ける。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・駐車場や裏方で働いている店員について気付く
ことができない場合には，用意した写真を提示
する。 

・表示の工夫が出た場合には，多様な意見が出る
ように，どうして工夫と思うのかを聞くように
する。 

 
・産地の工夫が出た場合は，遠い産地からスーパ
ーマーケットを経て自分たちにつながってい
ることに気付くように，図を提示する。 

 
 
（評価） 
発表を通してとらえ直したスーパーマーケッ
トの工夫について自分の考えを書くことがで
きたか。 

（思考・判断・表現）
 

◎発表する意欲をもてるように，机間指導でよい
内容に下線を付ける。 

 

Ａスーパーはどんな工夫をしていたでしょう。 

働いている人の工夫 

お店の工夫 

ねふだの工夫 

並べ方の工夫 

その他の工夫 
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(4) 評価 

  発表を通してとらえ直したお店の工夫について，自分の考えとして表現することができたか，発

表やワークシートから判断する。                  （思考・判断・表現） 

６ 結果と考察 

(1) 気付く（問題設定）段階 

①「買い物しらべをしよう」 

事前に家族への聞き取りをして「買い物調べ」を

行い，ワークシート（資料１）には，「買い物をした

店」と「行く理由」を記入させた。 

授業で「買い物をした店」と「行く理由」を発表

させ，教師が買い物をした店をグラフ（写真１）に

表して，児童は，グラフから気付いたことを発表し

た。 

グラフを見て，「Ｂの店とＡの店，Ｃの店に行く

人が多い」「いろいろな店に行く人がいる」，行く理

由については，「安い，近い」という理由を発表する

子どもが多かった。行く理由としては，その他に「品

数が多い」や「新鮮だから」「駐車場が多い」という

ものが上がった。 

授業を終えて，「ＢやＡの店にたくさんの人が行

っていることが分かった。近くて安いという理由が

多かった」という内容を書いた児童が多かった。中

には，「Ｂの店は近いし安いから便利だと思った。Ａ

の店は夜の８時までやっているし，食べ物以外にも

いろんなものが買えるからいいと思った」などと安

い，近い以外にも考えを広げている子もいた。【思①】 

事前にグラフの結果を教師は把握していたので，

「みんなの家に近くて安いＢの店があるのに，Ｂの

店と同じ数くらいＡの店に行く人が多いのはどうし

てなのか」と問い掛けると，「品数が多いから」「新

鮮なものがあるから」とすぐに反応があったが，そ

のあとは続かなかった。その後，児童から「Ａに行

って見ればいいじゃん」というつぶやきがいくつも

あった。そこで，「どうしてＡの店にたくさんのお客

さんが来るんだろう」という学習問題（写真２）を

みんなで追究していくことにした。 

この問題に対して，児童は，「駐車場が広い」「品

数が多い」「食べ物以外のものがおいてある」と予

想を立てていたが，店で働いている人や店の工夫ま

では目が向いていなかった。           

(2) 調べるⅠ（問題追究）段階 

②「見学の計画を立てよう」 

見学の計画を立てる前に，児童に調べたいことに

ついて聞くと，「お客さんが何人くるのか」「お客さ

んが何を買っているのか」「お客さんは，いくらく 

写真１ 買い物調べの結果のグラフ 

写真 2 問題設定の場面 

資料１ 買い物調べワークシート 
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らい買っているのか」など，お客についての調査項目が

多く出た。教師の意図する「店の様子」や「働いている

人の様子」に目を向かせるため，二つの視点「店の様子」

「働いている人の様子」を意図的に与えた。すると，児

童は，店と働いている人を観察してくることを理解し，

「店の様子」では，「何が売っているのか。店の中の様

子はどんなか」，「働いている人の様子」では，「どんな

仕事があるのか。レジの人の仕事はどんなことか」など，

自分なりの観察の視点をもつことができた。 

  ③「Ａスーパーに見学に行ったよ」（写真３） 

「店の様子」と「働いている人の様子」に注目させる

ために，開店の40分前に出掛けた。お客が来る前であっ

たので，店の中を落ち着いて見ることができた。「店の様

子」や「働いている人の様子」について意欲的に調べ，

ワークシート（資料２）にメモをすることができた。 

見学後，「なぜＡスーパーにたくさんの人が買いにく

るのか」と聞くと「チラシがあったからだと思う」「新鮮

な野菜があるからだと思う」「洗剤やトイレットペーパー

があるからだと思う」などと見学で観察してきたことを

理由に挙げる子どもが多かった。さらに，「温めるための

電子レンジがあった」と，見てきたことを基に考えを広

げている姿が見られた。 

  ④「見学で見つけたものをまとめよう」（発表の準備） 

見学ワークシートの中から，発表するものを選び，付

箋紙に書かせた。その付箋紙を店内絵地図に貼ることで，

発表しやすくなると考えたからである。みんなに知らせ

たいものを選んで用意することができた。 

⑤「１回目の見学で見付けたものを発表しよう」 

「店の様子」と「働いている人の様子」について見付けたものの発表をした（写真４）。 

はじめに，店の様子について，「アイスクリームがあ

った」「さんまがあった」「洗剤があった」などの商品の

発表が続いた。 

次に，「電子レンジ」「地図」「冷蔵庫」「リサイクルボ

ックス」などの商品以外に店にあったもの，さらに，「歌

が流れていたこと」や「店内にタイムサービスと書いた

紙があった」と次々と発表が続いた。 

 「働いている人の様子」では，「レジの練習をする人が

いた」「お金を分けている人がいた」「電源を入れて，調

店の様子                働いている人の様子 

 ・何が売っているのか。         ・何をしているのか。 

 ・食べ物以外には何が売っているのか。  ・商品を出している人 

 ・店の中の様子             ・レジの人の仕事 

 ・お客さんの様子            ・どんな仕事があるのか。 

 ・音楽，ちらし 

写真３ Ａスーパーでの見学 

写真４ Ａスーパーでの見学についての発表 

資料２ 買い物調べワークシート 

 Ａ 
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子を整えている人がいた」など，レジで働いている人に関連する意見が出された。次に，「値段を変え

ている人がいた」「割引シールを付けていた人がいた」，さらに「商品がつぶれないように並べている

人がいた」や「店が始まってからも準備をする人がいた」などの気付きが発表できた。 

 付箋紙を使用したことで，一つの項目に関連した内容を発表でき，児童はとても意欲的であった。

発表後，友達の意見を聞いて分かったことが増えたという感想が多かった。 

そして，「どうしてＡスーパーにたくさんのお客さんが来るのだろう」と質問すると，「近い」「安

い」「品数が多い」に加えて「看板がぶら下がっていたり，

地図があったりする」などの店の工夫についての気付きが

増えていた。 

児童の「電子レンジはお客さんが温めることができるよ

うに置いてあった」という気付きを取り上げ，「こういうの

を店の工夫というのだよ」と説明すると，児童は『工夫』

の意味を感じ取ることができた。そこで，「Ａスーパーには，

どんな工夫があるのかをもう一度見付けに行こう」と教師

から提案すると，「行きたい」という歓声が上がった。 

 (3) 調べるⅡ（問題追究）段階 

 ⑥ 「Ａスーパーの工夫を見つけに行こう」２回目の

見学計画 

 ２回目の見学で，店の工夫を

見付けに行くための話合いを行

った（写真５）。 

『工夫』として，「並べ方の工

夫」「表示（値札）の工夫」「仕

入れの工夫」「店の工夫（施設）」

という視点を考えていた。児童

の多くが，「店の工夫（施設）」

には着目できたが，それ以外に

は目が向かなかった。そのため，

教師が見学の視点として，「並べ

方の工夫」「表示（値札）の工夫」

「店の工夫」の三つを挙げた。 

その後，再度，ワークシート

（資料３）に見学で何を見てく

るのかを書かせた。教師が「表示（値札）」と「並べ方」の工夫について視点を示したので，ほとんど

の児童がワークシートにそれらの二点を「調べること」として挙げていた。【思①】 

「値札のところに料理の作り方が書いてあったり，

絵や写真で紹介してあったりするのを見てきたいで

す」や「商品の並べ方を調べたいです。○○君が言っ

ていたリサイクルボックスも見てきたいと思いまし

た」などと具体的な内容を計画する児童もいた。【思①】 

  ⑦ ２回目の見学 

 一人一人の計画に従って，見学を行った。店内を観

察したり，働いている人やお客に聞き取りをしたりし

た。商品の並べ方と施設の工夫について，児童は，と

ても意欲的に調べることができた。肉のコーナーを見

写真５ 「くふう」見付けの見学計画 

写真 6 「工夫」探しの見学の様子 

資料３ 見学ワークシート 
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資料５ 「店の工夫」についてのまとめ 

学していた一人が，肉のパックが斜め角度に陳列されているこ

とに気付いた。そして，「どうして斜めに置いてあるのか」と働

いている人に聞くと，「お客さんに，よく見えるようにだよ」と

答えを得た（写真６）。また，飲み物コーナーでは，ペットボト

ルが逆さに置いてあったり，斜めに置いてあったりしたことに，

工夫ではないかと気付

く児童もいた。お買い

得シールを見付け，『お

買い得』の意味を聞く

児童もいた。 

事前の計画で，視点

を明確にして自分の計

画に合わせて調べた児

童もいたが，「お店の工

夫」と「並べ方」の工

夫について調べている

児童がほとんどであっ

た。三年生の児童には，

その場で見るものが工夫としてとらえやすいようであった。特に，並べ方に注目する児童が多く，教

師が着目させたかった「値札の工夫」については，漢字で表示してあり，内容を理解することができ

ず，十分に着目できなかった。 

  ⑧ 見学のまとめ 

 児童には，調べてきた工夫がうまく分類できずに，ワークシートに記入されていたので，教師が五

つの観点に分けて，その観点に合わせて児童が発表できるように用紙に準備させた。また，工夫され

ていることが，お客の願いと結び付いていることにつながるように，「どうして工夫と言えるのか」に

ついても発表できるようにした。すると，「並べ方の工夫」では，「お肉が斜めに並べてあった。理由

は，お客さんが見やすくて買ってもらうため」や「違うものと混ざらないようにきれいに並べてあっ

た。理由は，きれいだと取りやすいから」などと書くことができた（資料４）。 

「店の工夫」では，「天井に看板がぶら下がっていた。理由は分かりやすくするため」や「冷蔵庫

からビニールシートが垂れ下がっていた。理由は商品が傷付かないため」などとまとめることができ

た（資料５）。 

 ⑨ 工夫についての発表 

五つの視点に合わせて，児童は，「工夫」を発表していった（写真７）。 

お店の工夫で見付けたことの発表は意欲的だったが，なぜ工夫されているかに関心を示す児童は少

なかった。それは，まとめの段階の記述からも分かる。「お店の工夫で分かったこと・どうして工夫

しているのか」について，「わたしは，お肉が斜めに並べてあったのを見付けました。お肉が斜めに

並んでいたら取りやすいし，値段が見やすい」と自分の見付けた内容を深めたり，「○○君が見付け

たシールの機械はすごい」「○○さんが言った，人気の食べ物には看板が付いていた」など友達の意

見から新たな工夫に目を向けたりして書くことができた。しかし，なぜ工夫しているのかについてま

で深く言及しているまとめは少なかった。 

また，「ペットボトルがどうして逆さになっているのか知りたかったです」などの感想もあったが，

工夫をしている理由についての理解が不十分で，お客の願いにまで結び付けられなかった。 

そこで，再度「工夫」について目を向けさせ，お店の工夫が，お客のためやお客の願いのために行

っていることだと確認することで，「お客さんが買いやすくするため」や「お客さんに喜んで買って

もらえるようにだ」など，「お客さんのための工夫」ということに目を向けることができた。【思②】 

・はたらく人たちの工夫 

・並べ方の工夫 

・ねふだの工夫 

・お店の工夫 

・その他の工夫 

資料４「並べ方の工夫」についてのまとめ
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 (4) まとめる（問題解決）段階 

⑩ 学習のまとめをしよう 

単元を通しての問題「どうしてＡの店にたくさんのお

客さんが来るのだろう」について，学習したことを基に，

意見を出し合った。 

話合いの中で，学習全体を振り返って問題の答えを出

すよりもお店の工夫の「案内の看板が天井からぶら下が

っているから」とか「ビンや肉を斜めに置いていたから」

「いろいろな産地から仕入れて選びやすいようにしてい

るから」などの工夫の一つ一つについて，発表する児童

もいた。 

全体的に見ると「安いし，近いし，お客さんのための

工夫がたくさんあるから」という意見に集約され，その

中でも「お客さんのための工夫があるから」という理由

が多く出てきた。それは，店の工夫について，単元を通

して着目させてきたからであると考える。児童の中には，

学校の近くにある他の店と比較して，「Ｂの店よりも閉店

する時間が遅いから夜仕事をして買い物をする人がいて

便利」「Ｂの店にないものがあるから」と，単元終了時に

改めて「工夫」と結び付けて多くのお客が店に来る理由として挙げることができた（資料６）。【思②】 

お店の工夫 

・ビニールシートが冷蔵庫にかぶせてあった。 

・避難経路の案内図があった。 

・ぶどうが袋に包んであった。 

・リサイクルボックスがあった。 

・うなぎがあるところに看板があった。 

・人気の食べ物は，看板まであった。 

・割引の値段があった。 

・天井から看板がぶら下がっていた。 

・天井から歌，それに声が聞こえてきた。 

・商品や魚や肉やお菓子を安くしている。 

並べ方の工夫 

・ジュースが逆さに入っていた。     ・お肉が斜めに置いてあった。 

・とりやすく並んでいた。        ・きれいに並べてあった。 

・違う物と混ざらないようにしてあった。 

値札の工夫 

・お値打ち品と書いてあった。      ・お買い得品と書いてあった。 

・30％引きのものがレジの隣にあった。  ・値札の色が三色で見やすい。 

働いている人の工夫 

・値段のシールを印刷している人がいた。 ・（その場で）商品を注文していた。 

・朝，レジを掃除してお金を入れていた。 

・安いときには，たまねぎを1500個仕入れて安く売り，高いときには，300個しか仕入れない。

その他の工夫 

・他の国から来ているものもあった。   ・いろいろな国からの魚があった。 

・うなぎは，たれがついていたのに隣にたれまで売っていた。 

写真７ 工夫についての発表 

資料６ 見学のまとめワークシート 

Ａ
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７ 単元中における「思考・判断・表現」の評価の判定基準及び評価 

判定人数 
時 【思考・判断・表現】における判定基準と評価事例    

Ａ Ｂ Ｃ

① 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 

買い物調べのグラフを見て気付いたことを話し合う。 

≪Ｂ判定≫グラフの結果から，行く店や理由に目を向けて学習問題を考えている。 

≪Ａ判定≫グラフの結果から，行く店や理由に目を向けて学習問題を考え，理由 

    についての考えを広げている。 

（例）Ｂ ＭやＡのお店にたくさんの人が行くことが分かった。近くて安いという

のが行く理由で多かった。 

   Ａ Ｍは，近いし安いから便利だと思った。Ａは，８時までやっているし，

食べ物以外にもいろんなものが買えるからいいと思った。       

スーパーマーケットの見学の計画を立てる。 

≪Ｂ判定≫ スーパーマーケットの工夫について見学の視点を意識している。 

≪Ａ判定≫ スーパーマーケットの工夫について見学の視点をもち，友達の意見か

ら更に新しい見学の視点をもったり，自分の視点を更に詳しく調べよう

としたりする視点をもつことができる。 

（例）Ｂ 値札のところに料理の作り方が書いてあったり，絵や写真で紹介したり

してあるのを見てきたい。 

   Ａ 次の見学で商品の並べ方を調べたい。○○君が言っていたリサイクルボ

ックスも見てきたいと思う。 

スーパーマーケットの工夫について考える。 

≪Ｂ判定≫ スーパーマーケットの工夫について，なぜ工夫になるのかを，自分が

調べた内容をお客さんの願いと結びつけて考えている。 

≪Ａ判定≫ スーパーマーケットの工夫について，なぜ工夫になるのかを自分の調

べたことだけでなく，友達の意見を参考にいろいろな面から考え，更に

それをお客の願いと結び付けて考えている。 

（例）Ｂ 肉が斜めに並べてあったのを見付けた。お肉が斜めに並んでいたら取り

やすいし，値段が見やすいと思った。これは，お客さんに買ってもらえる

ようにだと思う。 

   Ａ 肉が斜めに置いてあるとか，混ざらないように置いてあるとかを見付け

たけど，商品が取りやすく並んでいたという意見もあった。どうして工夫

してあるかというと，お客さんに喜んで買ってもらえるようにだと思う。 

スーパーマーケットにたくさんの人がくる理由を学習したことを基に発表する。 

≪Ｂ判定≫ スーパーマーケットにたくさんの人が来る理由について，スーパーマ

ーケットの工夫などにあることに気付くことができる。 

≪Ａ判定≫ スーパーマーケットにたくさんの人が来る理由について，スーパーマ

ーケットの工夫などにあることに気付き，お客の願いと結び付いている

ことを考えることができる。 

（例）Ｂ お客さんに聞いたら「近いし，安い」と言っていた。私は，たくさんの

工夫があるからだと思う。 

   Ａ 安いし近いし，お客さんのために商品を取りやすく並べてあったり，看

板があって見やすくしたりして工夫がたくさんあるから。閉店する時間が

遅いから夜仕事をして買い物をする人たちにとても便利だからだと思う。 

３ 
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15
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１

 

 

 

 

 

 

 

３

 

 

 

 

 

 

 

 

６

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３

 

 

☆
指
導
に
生
か
す
評
価 

☆
指
導
に
生
か
す
評
価 

☆
指
導
に
生
か
す
評
価 

★
記
録
に
残
す
評
価

※単元の評価計画における「思考・判断・表現」の評価について 
  ☆指導に生かす評価・・・単元の途中である第１・６・９時の「思考・判断・表現」の評価は，その結果から次の学習に

つなげる助言を行ったり，達成できなかった子への支援策をとったりするための指導に生かした。 
  ★記録に残す評価・・・・・第 10 時の「思考・判断・表現」の評価は，結果を記録に残した。 

（Ｎ＝19）
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８ 単元の定着度の評価 

 単元の終了の２か月後に，「商店のしごと」について，２問の定着テストを行った。予告なしで，教

科書やワークシートも参考にせず，テストの時間は20分間とした。また，文章表現による記述式のテ

ストで，使用させたい用語の提示も行わず実施した。 

設問は，単元で学習した内容の中で，集客の理由と店の工夫について，消費者の立場と販売の立場

からそれぞれの事柄と関連付けながら記述させるものである。これは，思考力・判断力・表現力が確

実に身に付いているかを測定するテストである。３年生であることも考慮し，児童が分かったことや

考えたことをそれぞれの事柄を比較，関連付けて短文で表現できていればよしとした。 

  

 

 ★ 使用させたい用語 

  ①安い ②近い ③新鮮 ④営業時間が長い ⑤品物が豊富 ⑥品物が選びやすい 

⑦売り出しの広告 ⑧広い駐車場 ⑨リサイクルしやすい ⑩働いている人の工夫がある 

 

 ★ 解答例 

 (1) 安いから。 
(2) 新鮮だから。 

(3) 近くて便利だから。 

(4) 品物が多いから。 

 (5) 広告があるから。 

(6) 広い駐車場だから。 

(7) 店が開いている時間が長いから。 

 (8) 働いている人の工夫がたくさんあるから。 
 

★ 使用したルーブリックと判定結果 

判定 設問①における思考・判断・表現の段階 判定人数

Ａ 
お客が来るわけについて，用語の５点以上の理由を比較，関連付けて説明するこ

とができる。 
１ 

Ｂ 
お客が来るわけについて，用語の２～４点の理由を比較，関連付けて説明するこ

とができる。 
16 

Ｃ 
お客が来るわけについて，用語の１点の理由を比較，関連付けて説明することが

できる。又は説明できない。 
２ 

 

  

 

 ★ 使用させたい事柄・用語 

  ①シール ②避難経路 ③カート ④ビニールシート ⑤値札の色 ⑥レシピの説明 

 ⑦並べ方 ⑧産地名 

 

 ★ 解答例 

(1) 店の工夫で，買ったものを温めることができるように電子レンジを置いてある。 

(2) 働いている人の工夫で，お買い得のシールを貼って，お客さんに分かりやすいようにしている。 

(3) 値札の工夫で，色を付けてお客さんに分かりやすいようにしている。 

(4) シールが貼ってあって，安い品物がお客さんに分かりやすい。 

(5) 避難経路が示されておりお客さんの安全を考えている。 

設問① お客さんがたくさん店に来るわけについて，できるだけたくさん書きなさい。 

設問② スーパーマーケットのくふうについて，その理由もいっしょに書きなさい。 
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(6) 肉を斜めに並べて，見やすいようにしている。 

(7) いろいろな産地から仕入れて，選びやすいようにしている。 

(8) 売り場に置いてある食材を使ったレシピを紹介している。 

 

★ 使用したルーブリックと判定結果 

判定 設問②における思考・判断・表現の段階 判定人数

Ａ 店の工夫について，用語の４～５点について比較，関連付けて説明できる。 10 

Ｂ 店の工夫について，用語の２～３点について比較，関連付けて説明できる。 ５ 

Ｃ 
店の工夫について，用語の１点について比較，関連付けて説明できる。又は説明

できない。 
４ 

 

≪総括評価の結果における考察≫ 

・設問①は，「安い」「近い」「工夫がある」「広い駐車場がある」のうち，三つの項目を書いた児童が

ほとんどであり，学習で実感した内容が含まれていることが分かる。 

・設問①の設問は，「なるべくたくさん」という言葉を使ったが，「五つ以上」と具体的な数字を示す

と児童にとっては答えやすかったのではないかと考える。 

・設問②は，授業の中で店の工夫していることについて，その理由も含めて学習したことが，きちん

と知識として残っており，その知識を活用した論述をしていることが実証されたと考える。 

 

９ 成果と課題 

(1) 成果 

① 問題解決的な学習による意欲的な学習の取組 

初めての問題解決的な学習であったが，単元を通して意欲的に学習できた。それは，導入の買い物

調べが，身近なスーパーマーケットに対する興味につながったからである。そして「どうしてスーパ

ーマーケットにたくさんのお客さんが来るのか」の問題は，教師が用意したものであったが，１時間

目の買い物調べの授業の流れの中で自分たちの問題としてスムーズに意識することができた。 

その後，「１回目の見学→まとめ→発表→２回目の見学→まとめ→発表→全体のまとめ」と学習が

進めたが，１回目の見学から発表に至る学習の経験をしたので，２回目の見学では，何をしていくの

かの見通しがもて，さらに，２回目の見学の「お店の工夫探し」では，１回目の見学が生かされ，観

察する眼も育ってきたので，最後まで意欲的に学習に取り組むことができた。 

② 指導に生かすことができる評価へ 

「社会的事象（学習問題）についての思考・判断・表現」を評価するのに，本単元では，四つの段

階で評価をしたが，段階を経るにしたがって，児童がどこまで規準が達成されているかについて，教

師が把握することができ，次の時間の指導に生かすことができた。 

③ 体験的な学習による知識の定着及び説明 

 着目させる「店の工夫」について，話し合って見学の計画を立て，焦点を絞って見学や聞き取り調

査をする学習を通して，確実な知識を獲得することができた。また，２か月後に実施した定着テスト

では，体験的な学習や友達との協同学習で得た知識を比較，関連付けてスーパーマーケットの工夫を

説明することができていることが分かった。 

 

(2) 課題 

① 表現活動における記述の仕方の工夫 

「思考・判断・表現」の評価について，単元の四場面で評価をした。その時に，「分かったことや

思ったこと」などを書かせたが，教師の意図するような文を書ける子どもが少なかったので，３年生

段階では，例えば「お店のどんな工夫がありましたか」とか「その工夫はどうしてあるのですか」と
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か，実際に発問を書いて答える形にしたり，例文を示したりするなどの工夫が必要であると考える。 

  ② 記録に残す評価の方法 

評価については，学習途中でどの段階まで

できているのかを把握するのは大事であるが，

特に「思考・判断・表現」の観点では，本研

究の試行として，学習の最後に達成できれば

よいのではないかと考える。 

例えば，本単元では，単元後に書かせた「ス

ーパーマーケットへのお礼の手紙」（資料７）

の中に，学習の振り返りが見られるので，こ

こで評価する方法もよいと考える。 

③ 学習内容と評価の見直しの必要性 

スーパーマーケットにたくさんの人が来る

理由について，スーパーマーケットの工夫に

あることに気付くことができたが，工夫がお

客の願いと結び付いていることについては，

授業の中で押さえたにもかかわらず，まとめ

の記述にはほとんどなかった。さらに，販売

の仕事の特色や自分たちの生活が支えられて

いることについての感想がなかったのは，学

習内容や評価の仕方に問題がある。 

④ 判定基準の提示の必要性 

児童の主体的な学習のためには，どこまでできれば，Ａ判定，Ｂ判定になるかを知らせていく必要

がある。 

⑤ 学年の段階による学習の視点や観点の与え方 

３年生の段階では，見学の視点やまとめる観点を，初めから教師が与えていくとよい。  

資料７ 見学のお礼の手紙 


